
会議所の動き
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12
月
度
議
員
懇
談
会

県
内
水
産
業
者
と
地
元
商
業
者
と
の
連
携
に
つ
い
て
懇
談

12
1

12
月
度
議
員
懇
談
会

を
12
月
１
日
午
前
11
時

か
ら
福
井
商
工
会
議
所

ビ
ル
国
際
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
た
。

開
会
の
挨
拶
に
立
っ
た
川
田
会
頭

は
「
福
井
県
は
鉱
工
業
生
産
指
数
や

有
効
求
人
倍
率
、
失
業
率
な
ど
の
数

字
で
見
て
も
好
調
を
維
持
し
て
い
る
。

全
国
的
に
見
て
も
倒
産
件
数
は
少
な

く
消
費
も
堅
調
だ
が
、
中
国
・
新
興

国
が
停
滞
気
味
で
、
今
後
注
意
が
必

要
」
と
現
在
の
経
済
状
況
に
つ
い
て

言
及
し
た
。

そ
の
上
で
「
世
界
の
産
業
は
Ｉ
o

Ｔ
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
。
商
工
会
議
所
と
し
て
も
こ

う
し
た
変
化
に
対
応
す
る
た
め
一
層

の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
」
と
新
た

な
年
度
に
向
け
た
決
意
を
表
明
し
た
。

続
い
て
、
越
前
町
漁
業
協
同
組
合

の
小
倉
孝
義
専
務
よ
り
「“
越
前
が

れ
い
”
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
こ
れ
か
ら

の
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
卓
話
が
行
わ

れ
た
。

県
内
漁
獲
量
の
３
割
を
占
め
る
同

漁
協
は
越
前
が
に
へ
の
依
存
度
が
高

く
、
こ
れ
に
次
ぐ
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド

商
品
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
新
鮮
な
状

態
で
市
場
に
出
す
の
が
難
し
か
っ
た

「
越
前
が
れ
い
」
を
活
締
め
・
神
経

抜
き
し
て
出
荷
す
る
ま
で
の
過
程
を

説
明
。
そ
の
上
で
、「
地
域
の
商
業
者

と
共
同
開
催
し
た
試
食
会
（
Ｐ
61
参

照
）
は
非
常
に
大
き
な
成
果
を
生
ん

だ
。
今
後
も
商
工
会
議
所
な
ど
と
連

携
し
、
福
井
県
の
第
一
次
産
業
の
活

性
化
に
貢
献
し
た
い
」
と
展
望
を
語

っ
た
。

次
に
、
今
年
10
月
に
会
員
事
業
所

従
業
員
を
対
象
に
実
施
し
た
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
利
用
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
、
海
道
映
諄
議
員
（
流
通
第
二
部

会
委
員
）
よ
り
報
告
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
ジ
ェ
ト
ロ
福
井
貿
易
情

報
セ
ン
タ
ー
の
西
澤
成
世
所
長
よ
り
、

ジ
ェ
ト
ロ
が
行
っ
て
い
る
企
業
の
海
外

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
支
援
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
、
あ
わ
せ
て
今
秋
当
所
が

実
施
し
た
ア
ジ
ア
方
面
の
企
業
視
察

事
業
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
開
会
に
先
立
ち
11
月
３
日

付
の
秋
の
叙
勲
で
旭
日
中
綬
章
を
受

賞
し
た
川
田
会
頭
に
対
し
日
本
商
工

会
議
所
か
ら
の
賀
状
が
伝
達
さ
れ
た
。

県内水産業者と地元商業者の
連携の重要性を語る小倉氏

インターネット通販の
利用状況について説明する海道議員

平
成
27
年　

秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旭
日
中
綬
章
（
産
業
振
興
功
労
）

〈
当
所
会
頭
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旭
日
小
綬
章
（
産
業
振
興
功
労
）
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